
大大大震震震災災災・・・復復復興興興ニニニュュューーーススス（（（第第第５５５１１１報報報）））

平 成 ２４ 年 ４ 月 ６ 日 
仙台地方振興事務所水産漁港部 

１ 水産業復旧・復興に向けた対応状況（国及び県全体の動き） 

○宮城県内の水産物の放射性物質測定結果について 

１ 測定年月日 平成２４年３月２７日～４月４日 

２ 測定分析機関 宮城県農林水産部， (財)日本分析ｾﾝﾀｰ，(独)水産総合研究センター中央水産研究所 

(株)総合水研究所，東北緑化環境保全(株) ，(財)日本冷凍食品検査協会，いであ(株) 

３ 測定結果及び対応 

 丸森町雉子尾川のヤマメで，４月からの規制値 100 ﾍﾞｸﾚﾙを上回ったことから，阿武隈川の現在の禁漁

げ     措置が継続されます。また，仙台湾南部海域のヒガンフグから 96 ﾍﾞｸﾚﾙを検出していることから，４月 

１日からヒガンフグの水揚げを自粛しております。 

なお，今回の測定結果ではありませんが，３月１９日に金華山以北沖合海域のマダラから 128 ﾍﾞｸﾚﾙ 

が検出されており，４月１日から同海域（水深１５０ｍ以浅）でのマダラ（概ね１ｋｇ以上）の水揚を

自粛しております。 

●水産物（漁獲日 平成２４年３月１０日～４月４日）        (単位:ベクレル／ｋｇ)                                   

種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 

種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 

スズキ 宮城県沖 ６３ マコガレイ 女川沖 ３．８ 

スズキ 宮城県沖 ６５ アイナメ 女川沖 ６．１ 

ヒラメ 宮城県沖 １４．４ ケムシカジカ 女川沖 不検出 

ヒレグロ 宮城県沖 ３．１ トゲクリガニ 女川沖 不検出 

マダラ 宮城県沖 ８．２ アブラガレイ 気仙沼沖 １ 

アカガレイ 宮城県沖 ４．９ エゾアイナメ 気仙沼沖 不検出 

スケトウダラ 宮城県沖 ６．６ スズキ 仙台湾中部海域 ６９ 

ビンナガ 太平洋沖合 不検出 マコガレイ 仙台湾中部海域 １５．５ 

キハダマグロ 太平洋沖合 不検出 イシガレイ 仙台湾中部海域 １７．３ 

メバチマグロ 太平洋沖合 ０．５７ スズキ 仙台湾中部海域 １０４ 

ヤマメ（天然） 内川（丸森町） ８２ マダラ 仙台湾中部海域 ３７ 

ヤマメ（天然） 五福谷川（丸森町） ９１ ヒガンフグ 仙台湾南部海域 ９６ 

ヤマメ（天然） 雉子尾川（丸森町） １３０ スズキ 仙台湾南部海域 ９１ 

イワナ（天然） 澄川（蔵王町） ６９ マダラ 宮城県沖 １９ 

アサリ 名取川（名取市） １５ スケトウダラ 宮城県沖 ６．６ 

フナ 名取川（仙台市太白区） １９ ヒレグロ 宮城県沖 ５．７ 

ﾂﾉﾅｼｵｷｱﾐ 気仙沼沖 不検出 アカガレイ 宮城県沖 ４．６ 

マコガレイ 気仙沼沖 ２．４ ヒラメ 宮城県沖 １９．８ 

ヌマガレイ 気仙沼沖 不検出 ソウハチ 宮城県沖 ５．１ 



※ 放射性物質の値は漁獲日における値を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｲｼｶﾜｼﾗｳｵ 大谷赤牛沖 不検出 マガレイ 仙台湾中部海域 不検出 

アイナメ 岩井崎東沖 ３．２ スズキ 亘理沖 ６９ 

キチジ 気仙沼沖 不検出 ｲｶﾅｺﾞ(ｺｳﾅｺﾞ) 仙台湾北部海域 １．１ 

イラコアナゴ 気仙沼沖 不検出 ｲｶﾅｺﾞ(ｺｳﾅｺﾞ) 仙台湾中部海域 １．８７ 

イトヒキダラ 気仙沼沖 １．２３ イカナゴ 仙台湾中部海域 不検出 

マダラ 気仙沼沖 １５．２ ネズミザメ 太平洋沖合 不検出 

アカガレイ 気仙沼沖 １．８１ オナガザメ 太平洋沖合 ０．６５ 

サメガレイ 気仙沼沖 不検出 メカジキ 太平洋沖合 １．６３ 

ヤナギダコ 気仙沼沖 不検出 メバチ 太平洋沖合 不検出 

ヒラメ 大須沖 １６．３ メバチ 太平洋沖合 ０．４８ 

ﾂﾉﾅｼｵｷｱﾐ 女川沖 ０．５７ キハダ 太平洋沖合 不検出 

干ﾂﾉﾅｼｵｷｱﾐ 女川沖 ２．９ ビンナガ 太平洋沖合 不検出 

イトヒキダラ 宮城県沖 不検出 マカジキ 太平洋沖合 ２．２３ 

アカガレイ 宮城県沖 ３．２ キハダ 太平洋沖合 ０．７５ 

ミズダコ 宮城県沖 不検出 ネズミザメ 太平洋沖合 １６．７ 

キアンコウ 宮城県沖 ０．７ メカジキ 太平洋沖合 不検出 

ユメカサゴ 宮城県沖 １．２ アオザメ 太平洋沖合 １．２ 

マダラ 宮城県沖 ２．０６ シイラ 太平洋沖合 ４．２ 

スケトウダラ 宮城県沖 １．３９ ヨシキリザメ 太平洋沖合 ０．６１ 

ソウハチ 大須沖 １０．６ キハダ 太平洋沖合 不検出 

ケムシカジカ 唐桑御崎沖 不検出 ビンナガ 太平洋沖合 ３ 

マダラ 唐桑御崎沖 ４．２ マカジキ 太平洋沖合 不検出 

ﾂﾉﾅｼｵｷｱﾐ 宮城県沖 不検出 シイラ 太平洋沖合 ０．５８ 



２ 管内の復興に向けた動き               

＜水産漁港部からのお知らせ＞ 

○当部の人事異動について 

４月１日の人事異動により新たに着任した職員は以下のとおりです。よろしくお願いします。 

・県職員                   ・他県からの災害派遣職員 

部長      松平 清           三重県     永田 健 （水産振興班） 

漁港整備専門監 阿部 子供生         香川県     加賀田 薫（水産振興班） 

主任主査    須藤 篤史（水産振興班）   大分県     篠田 昌伸（漁港漁場班） 

主任主査    宍戸 敬 （漁港管理班） 

 主任主査    山本 道白（漁港管理班） 

 技術主査    畠山 康晃（漁港漁場班） 

 

○災害復興に向けた打合せ会開催 

４月５日（木）午後１時３０分より当事務所会議室において，宮城県漁協（復興対策室，総合支所，

管内支所），塩釜市漁協と当部による災害復興に向けた打ち合わせ会を開催しました。 

 打ち合わせ会では，当部から本年度実施される施設整備事業の進め方と申請手続きについて，県漁協

（復興対策室）からは事業実施上の注意点を説明し，適正な事業実施のため関係者が連携して取組を進

めることを確認しました。 

 また，情報交換会では，復興に向けた情報の共有化や課題について，出席した県漁協各支所及び塩釜

市漁協から意見を聞きながら，課題解決に向けた意見交換を実施しました。 

 

 

＜トピックス＞ 

○七ヶ浜支所に各種鮮度保持施設が完成 

七ヶ浜支所花渕浜の旧魚市場前岸壁に砕氷製造装置，冷 

凍冷蔵庫等が完成し，４月５日に落成式が行われた。 

これらは末日聖徒イエス，キリスト教会の支援によるも 

ので，施設の能力としては，砕氷製造装置は日産３．５ｔ， 

冷凍冷蔵庫は－５～－３５℃となっている他，荷捌きを行 

うための上屋も建設された。 

砕氷は冷凍庫に一時保管し，出漁時に漁船に積んで漁獲 

物の鮮度保持に活用され，冷蔵庫は水揚げした魚の保管用        落成式の様子 

に用いられる。                           


